
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～『おいしい水道水』の水源
すいげん

に住む生き物たち～ 



  

青森市水道キャラクター 

「しずくちゃん」 

プロフィール                    

なまえ：しずくちゃん 

出
しゅっ

生
せい

地
ち

：青森市横内水
すい

源
げん

地
ち

 

年
ねん

齢
れい

：ヒミツ 

性
せい

別
べつ

：ヒミツ 

アピールコメント                  

“しずくちゃん”はその名のとおり、水の「しずく」か

らなまえがつきました。青森の青い空ときれいな水で体は

いつも輝
かがや

くブルー。 

そして頭には、八
はっ

甲
こう

田
だ

山系の豊
ゆた

かな大自然を育んでいる

「ブナ」の葉っぱがついています。 

おいしい青森の水を守るため、しずくちゃんは大
おお

忙
いそが

し！ 
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水道事業の目的は、「安全で良質
りょうしつ

なおいしい水道水を安定的に

供 給
きょうきゅう

する」ことであり、そのため、水道事業者には、水道施設
し せ つ

を

適正
てきせい

に整備
せ い び

し管理することはもちろん、水道原水を取水する水源
すいげん

を

確保
か く ほ

し保全
ほ ぜ ん

していくことが求められます。 

しかしながら、水源
すいげん

の流域
りゅういき

に生息する生き物に起因する水源
すいげん

汚染
お せ ん

などの自然的リスクが存在
そんざい

します。 

このようなことから、水源
すいげん

としている横内川の上 流 域
じょうりゅういき

の水
みず

環境
かんきょう

を把握
は あ く

し適切
てきせつ

なリスク管理を行い、横内浄 水 場
じょうすいじょう

の安定的な

水づくりを維持
い じ

するため「横内川水源
すいげん

涵養
かんよう

保安
ほ あ ん

林
りん

区域
く い き

生態
せいたい

動向
どうこう

調査
ちょうさ

」を実施
じ っ し

しましたので、その概要
がいよう

を報告します。 

 

はじめに 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市は、八
はっ

甲
こう

田
だ

連
れん

峰
ぽう

をはじめとする美しい山々に抱
いだ

かれ、そこから生

み出される良
りょう

質
しつ

で豊
ほう

富
ふ

な水
みず

資
し

源
げん

に恵
めぐ

まれた「おいしい水道」の街です。

八
はっ

甲
こう

田
だ

連
れん

峰
ぽう

には、様々な木々が茂
しげ

る優
すぐ

れた自然環
かん

境
きょう

の森林地帯が広が

る一方、冬には高さ４ｍを超
こ

える大量の雪が降
ふ

り積もります。この大量

の雪や夏場の雨水がゆっくり地下に浸
しん

透
とう

したのち、やがて永
なが

い時を経
へ

て

湧
ゆう

水
すい

となって川を成し下流の水田や畑を潤
うるお

し、やがて注ぐ陸
む

奥
つ

湾
わん

を豊
ゆた

かに育んでいます。本市の水道水
すい

源
げん

である横内川もまたそのひとつで

す。 

 横内川の源
げん

流
りゅう

は、周辺一帯が豊
ゆた

かな森林地帯であり、きれいな水
すい

質
しつ

環
かん

境
きょう

でなければ見ることの出来ないイワナやヤマメ、カジカなどが生息

する清流です。そして、この横内川を水
すい

源
げん

とする横内浄
じょう

水
すい

場
じょう

の水づく

りは、原水をろ過
か

して塩
えん

素
そ

で消
しょう

毒
どく

するだけの昔ながらの浄
じょう

水
すい

処
しょ

理
り

によ

って、自然水に極めて近い水質のおいしい水道水を提
てい

供
きょう

しています。

いうまでもなく、原水である横内川の水が清
せい

浄
じょう

だからこそ可
か

能
のう

なもの

です。 

 このように、私
わたし

たちの宝
たから

物
もの

であるおいしい水をもたらす横内川は、

本市が水道事業を創
そう

設
せつ

した明治 42年から 100 年以上にわたり、変わ

ることなく水道水
すい

源
げん

として市民の生命と暮
く

らしを支
ささ

えています。 

1.おいしい水のふるさと ～ 横内川 

ヤマメ 



         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 生き物は、長い進化の歴史の中で、それぞれの生活環
かん

境
きょう

に適
てき

応
おう

することで繁
はん

栄
えい

してきました。限
かぎ

られた生活環
かん

境
きょう

だけでしか生
せい

存
ぞん

できない生き物などの存
そん

在
ざい

によって、その場所の環
かん

境
きょう

条
じょう

件
けん

を

推
すい

察
さつ

することができます。 

 たとえば、水のきれいな環
かん

境
きょう

で生活する生き物、濁
にご

った汚
きたな

い

水でも生活できる生き物などがいますが、このような特
とく

徴
ちょう

を持

つ生き物が生活していることで、その場所の水
すい

質
しつ

が良いか、汚
よご

れ

ているかがわかる場合があります。 

 このような特
とく

徴
ちょう

を持つ生き物を｢環
かん

境
きょう

指
し

標
ひょう

種
しゅ

｣といいます。 

横内川でみつかった環
かん

境
きょう

指
し

標
ひょう

種
しゅ

や生き物の様子をのぞいてみ

ましょう。 

2.水中の生き物でわかる！横内川の水
すい

質
しつ

 

⑩アメマス（エゾイワナ） 〇

⑨スナヤツメ類 〇

⑧二ホンザリガニ 〇

⑥ウズムシ類 〇

④ヨコエビ類 〇

⑤ブユ類 〇

⑦ムカシトンボ 〇

②カゲロウ類 〇

③ナガレトビケラ類 〇

環境
かんきょう

指標種
しひょうしゅ

（きれいな水で生活する指標種
しひょうしゅ

）
横内川（H30調

ちょう

査
さ

時）

①カワゲラ類 〇



 

 

 

  

つめは 2本 つめは 1本 

ここにいたよ！！ 

：石の間や流れの緩
ゆる

やかで落ち葉など

がたまっているところ。 

：流れの緩
ゆる

やかな砂
さ

泥
でい

底
ぞこ

になっている

ところ。 

～大きさと特
と く

徴
ちょう

～ 

 

●県内のきれいな渓
けい

流
りゅう

河
か

川
せん

に住み、

横内川では中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

ま

でみられます。カワゲラ類成虫は

春から夏、カゲロウ類は晩
ばん

春
しゅん

から

秋にかけて活動します。 

●カワゲラ類の尾
お

は 2本で、足のつ

めも 2本、カゲロウ類は尾
お

が 2～

3本で、足のつめは 1本です。 



 

 

 

  

ここにいたよ！！ 

水温が低く、水の流れが速くなっ

ているところ。 

～大きさと特
と く

徴
ちょう

～ 

 

●県内のきれいな渓
けい

流
りゅう

河
か

川
せん

の早
はや

瀬
せ

に

住み、横内川では中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

までみられます。成虫は春から秋

にかけて活動します。 

●体は細長いイモムシ状
じょう

。足は 3対。

肉食の種類が多いです。 

●幼
よう

虫
ちゅう

は網
あみ

や巣をつくらずに石の上

や間を歩きます。 

糸
いと

状
じょう

のえら 



 

 

  

頭 

吸
きゅう

盤
ばん

 

ここにいたよ！！ 

は主に淵
ふち

や石の下、水中に落ち

葉などがたまっているところ。 

は流れの速い川底の石や水
みず

際
ぎわ

植物

などが生育しているところ。 

はプラナリアの

仲間だよ！ 

頭（目は複
ふく

数
すう

） 

目は 2つ 



 

 

 

 

  

～大きさと特
と く

徴
ちょう

～ 

 

●県内のきれいな渓
けい

流
りゅう

河
か

川
せん

に住み、横内川では中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

までみられ

ます。 

● は体が左右に平たく、背
せ

中
なか

が丸まった小さなエビのような形

をしています。体の色はオレンジ色や茶
ちゃ

褐
かっ

色
しょく

のものが多いです。 

● の体はこげ茶色で、お腹
なか

の後方が太くなっていま

す。お尻
しり

に吸
きゅう

盤
ばん

があり、川底の石の表面や草にしっかりくっついています。

成虫になると蚊のように人の血を吸
す

う種類もいます。 

● の体は、茶色、ねずみ色、黒色をしていて、やわらかく切れ

やすく、節がありません。また、複
ふく

数
すう

の目を持っています。（仲間のプラナリ

アは 2つ） 



 

 

 

  

ここにいたよ！！ 

やや流れの速い川底の石があるところ。 

～大きさと特
とく

徴
ちょう

～ 

 

●県内のきれいな渓
けい

流
りゅう

河
か

川
せん

に住み、横内川では

中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

までみられます。 

●羽化前の幼
よう

虫
ちゅう

は、急流の大きめの岩の下、若
わか

い幼
よう

虫
ちゅう

はそれよりやや流れが遅
おそ

めの小さい

岩にへばりついていることが多いです。「生き

ている化石」ともいわれる原始的なトンボで

す。幼
よう

虫
ちゅう

の期間は 5年～8年で、様々な年
ねん

齢
れい

の幼
よう

虫
ちゅう

が 1年を通してみつかります。また、

幼
よう

虫
ちゅう

のまま冬を越
こ

し、成虫は晩
ばん

秋
しゅう

から夏に

かけて発生します。 



 

 

  

ここにいたよ！！ 

本流の淵
ふち

や水
みず

際
ぎわ

、支
し

流
りゅう

の湧
わ

き水や水が流れ

込
こ

んでたまっているところなど。 

～大きさと特
とく

徴
ちょう

～ 

 
●県内の水温 20℃以下の冷たく水のきれ

いな渓
けい

流
りゅう

河
か

川
せん

に住み、横内川では中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

までみられます。 

●二ホンザリガニは、体長 4cmになるまで

2～3 年、最大で 8cm程
てい

度
ど

まで成長しま

す。（アメリカザリガニは最大で 12cm、

ウチダザリガニは最大で 15cm）主に、

水底の石や倒
とう

木
ぼく

の下に巣
す

穴
あな

をつくり、落ち

葉やミミズなどを食べて生活しています。

また、5 年ほど成長してから繁
はん

殖
しょく

を始め

ます。 

★絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅱ類-環
かん

境
きょう

省
しょう

レッドリスト 2018（その他無
む

脊
せき

椎
つい

動物） 

★重要希少野生生物-青森県レッドデータブック（2010 年改
かい

訂
てい

版
ばん

） 



 

  

日本には、アメリカザリガニ、ウチダザリガニ、二ホンザリガニの 3 種類が

生活しています。そして、これらザリガニたちとともにくらしている奇
き

妙
みょう

で小

さな小さな生き物がいます。名前を「ヒルミミズ類」、通
つう

称
しょう

「ザリガニミミズ」

といいます。 

「ザリガニミミズ」？ 聞きなれない生き物ですよね。 

「ザリガニミミズ」はザリガニだけに寄
き

生
せい

する、いわばザリガニにくっついて

生活するコバンザメみたいなものです。ザリガニのからだの表
ひょう

面
めん

にくっついて、

シャクトリムシのように動きまわりながら、ごく小さな無
む

脊
せき

椎
つい

動物、動物プラン

クトンなどの有機物を食べて生きています。 

でも、なぜザリガニに寄
き

生
せい

して生活しているのかは、わかっていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなみに、ザリガニミミズは、二ホンザリガニと同じ、「絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅱ類-環
かん

境
きょう

省
しょう

レッドリスト 2018」と「重要希少野生生物-青森県レッドデータブック 2010

年改
かい

訂
てい

版
ばん

」に選定されている貴
き

重
ちょう

な生き物であることが分かっています。 

横内川のザリガニミミズ 
ザリガニミミズの寄

き

生
せい

した例（寄
き

主
しゅ

：ウチダザリガニ） 



 

 

 

 

 

  

ここにいたよ！！ 

本流の淵
ふち

や水
みず

際
ぎわ

、川底が砂
さ

泥
でい

、落ち

葉、倒
とう

木
ぼく

などがあるところ。 

本流の瀬
せ

や淵
ふち

があるところ。 

★絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅱ類-環
かん

境
きょう

省
しょう

レッドリスト 2018（汽水・淡
たん

水
すい

魚類） 

★重要希少野生生物-青森県レッドデータブック（2010年改
かい

訂
てい

版
ばん

） 



 

 

 

 

●県内の水温15℃以下の冷たくきれいな渓
けい

流
りゅう

河
か

川
せん

に住み、横内川では上
じょう

流
りゅう

域
いき

までみられ

ます。 

● は、「スナヤツメ」「カワヤツ

メ」「シベリヤヤツメ」の 3種に分けられま

す。このうち、「スナヤツメ」は、さらに「ス

ナヤツメ北
ほっ

方
ぽう

種
しゅ

」と「スナヤツメ南
なん

方
ぽう

種
しゅ

」に

分けられます。 

●県内には「スナヤツメ北
ほっ

方
ぽう

種
しゅ

」と「カワヤツ

メ」が住んでいて、横内川でみつけたのは「ス

ナヤツメ北
ほっ

方
ぽう

種
しゅ

」の幼
よう

生
せい

（アンモシーテス幼
よう

生
せい

という）でした。「ヤツメ」という名前の由

来は、目とえら穴
あな

が 8個の目（八つ目）に見

えたためです。 

～大きさと特
とく

徴
ちょう

～ 

 

●幼
よう

生
せい

は、目がなく尾
お

びれは透
とう

明
めい

で口は吸
きゅう

盤
ばん

状
じょう

になっていません。また、四

年後の秋には成魚になります。成魚は何も食べずに繁
はん

殖
しょく

し、その後死
し

亡
ぼう

しま

す。 

● は、生まれた湖や川でそのまま成長・産卵する陸
りく

封
ふう

型
がた

の「エゾイワナ」と、海に出て成長したのち生まれた川などに戻って産卵す

る降
こう

海
かい

型
がた

の「アメマス」に分けられます。横内川で見つけたのは「エゾイワ

ナ」の幼
よう

魚
ぎょ

でした。 

アメマス（エゾイワナ） 

スナヤツメ北方種 

まとめ 

 ●本調
ちょう

査
さ

では、横内川で暮
く

らす生き物の中に、きれいな水で生活する指
し

標
ひょう

種
しゅ

10 分類の全ての生き物が見つかりました。なかでも、ニホンザリガニやス

ナヤツメ類は、環
かん

境
きょう

省
しょう

と青森県のレッドデータブックで指定されている大

変貴
き

重
ちょう

な生き物です。 

●横内川には、きれいな水でしか生きることのできない指
し

標
ひょう

種
しゅ

をはじめ、たく

さんの水辺の生き物が暮
く

らしていることが確
かく

認
にん

できましたが、これは、横内

川上
じょう

流域
りゅういき

の水
すい

源
げん

環
かん

境
きょう

が優
すぐ

れている証
あかし

です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.横内川周辺で暮
く

らす生き物たち 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：夜行
や こ う

性
せい

で草木や芽、茎
くき

、樹
じゅ

皮
ひ

など

植
しょく

物
ぶつ

質
しつ

のものを食べ、くぼ地などで身を

隠
かく

しています。 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：主に夜
や

行
こう

性
せい

ですが昼間も活動し、

ネズミ類などを食べます。 

は、中 流 域
ちゅうりゅういき

～上 流 域
じょうりゅういき

で、無人カメラで撮
さつ

影
えい

した画像です。 

などは、調査員が出会い、撮
さつ

影
えい

した場所です。 

 横内川周辺では、ほ乳
にゅう

類
るい

や鳥類をはじめ、様
さま

々
ざま

な種類の生き物

たちが横内川のきれいな水や周辺の豊かな自然に育
はぐく

まれていま

す。ここからは、横内川周辺で出会った生き物たちを紹
しょう

介
かい

します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：夜行
や こ う

性
せい

で草木や種子、昆
こん

虫
ちゅう

類な

どを食べ、樹
じゅ

上
じょう

で活動することが多いで

す。 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：夜行
や こ う

性
せい

で草木や種子、昆
こん

虫
ちゅう

類な

どを食べ、夜になると地上で活動しま

す。 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：昼
ちゅう

行
こう

性
せい

で朝と夕方に活発に

活動し、木の芽や花、果実などを食

べます。 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：主に昼
ちゅう

行
こう

性
せい

で朝と夕方を中心に活

動し、春は樹
じゅ

木
もく

の若
わか

葉
ば

、夏はキイチゴ類な

ど、秋は冬
とう

眠
みん

に備
そな

えてたくさんの木の実（ブ

ナなど）を食べます。 



 

 

 

 

 

  

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：夜になると活動を始めますが、まれに

昼間も活動します。昆
こん

虫
ちゅう

類などを主に食べま

す。 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：夜
や

行
こう

性
せい

ですが昼間も活動して、ミミズや昆
こん

虫
ちゅう

類を多く食べます。地中深くトンネルを掘
ほ

り巣
す

穴
あな

で冬
とう

眠
みん

します。

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：夜
や

行
こう

性
せい

のため昼間は樹
じゅ

洞
どう

などに潜
ひそ

んで

います。また、木に登って果実などを食べ、地

上では昆
こん

虫
ちゅう

類などを食べたりします。 

は、中 流 域
ちゅうりゅういき

～上 流 域
じょうりゅういき

で、無人カメラで撮
さつ

影
えい

した画像です。 

などは、調査員が出会い、撮
さつ

影
えい

した場所です。 



 

 

 

 

 

 

夏毛 

冬毛 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：夜行
や こ う

性
せい

ですがまれに昼間も活動します。地上

でネズミ類、トウホクノウサギなどを食べたり、死体

を食べることもあります。また、木登りが得意で、樹
じゅ

上
じょう

でリス類や木の実などを食べたりします。 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

～上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：昼夜問わず行動し、林
りん

縁
えん

、崖
がけ

地
ち

などで

木やササの葉、草、落ち葉などを食べます。食

べた後は崖
がけ

の上や斜面などで休息しながら反

すう※します。 

※反すう：一度飲み込
こ

んだ食べ物を何度も繰
く

り返しかむこと。 



 

 

 

 

 

 

 

  

※留
りゅう

鳥
ちょう

：1年中同じ地
ち

域
いき

に生息し、季節移
い

動
どう

しない鳥。      

 冬鳥：秋に日本より北から渡
と

来
らい

して越
えっ

冬
とう

し、春に渡
と

去
きょ

する鳥。   

 夏鳥：春に日本よりも南から渡
と

来
らい

して繁
はん

殖
しょく

し、秋に渡
と

去
きょ

する鳥。 

   などは、調査員が出会い、撮影
さつえい

した場所です。 

全長雄
おす

50cm 雌
めす

39cm

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

の林道沿
ぞ

い 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では留
りゅう

鳥
ちょう

です。鳥類のほか、ネズミなどの

小型ほ乳
にゅう

類
るい

も食べます。 

全長 26cm

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の水
すい

源
げん

地
ち

下流の貯水池
ちょすいち

 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では留
りゅう

鳥
ちょう

です。厳
げん

冬期
と う き

は凍
こお

らない

水辺に移
い

動
どう

します。 

全長 38cm

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の水
すい

源
げん

地
ち

下流の貯
ちょ

水
すい

池
ち

 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では冬鳥です。ヨシ原や樹
じゅ

木
もく

に囲ま

れた川などを好みます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

全長雄
おす

48cm 雌
めす

41cm

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では夏鳥です。一部越
えっ

冬
とう

します。山

地の渓
けい

流
りゅう

や湖
こ

沼
しょう

群
ぐん

の林などの樹
じゅ

洞
どう

で繁
はん

殖
しょく

します

が、局地的です。 

全長 20cm

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

上空 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では夏鳥です。ほとんど群
む

れで生活

します。空に浮
ふ

遊
ゆう

する枯
か

れ草や羽毛を集めて、崖
がけ

な

どの割
わ

れ目に巣を作ります。採
さい

餌
じ

や交
こう

尾
び

は空中で行

います。 

全長雄
おす

32cm 雌
めす

39cm

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

上空 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では留
りゅう

鳥
ちょう

です。秋に渡
と

来
らい

して、そのま

ま越
えっ

冬
とう

した後、春には大陸へ渡
わた

る個
こ

体
たい

群
ぐん

がいます。主

に鳥類を捕
と

り、ネズミなども食べます。 



 

 

 

 

 

 

  

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

の林道沿
ぞ

い 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では、丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

から山地でみられます。

出
しゅつ

現
げん

時期は春型（4月～5月）と夏型（6月～7月）

の年に二回羽化します。食草はミカン科のキハダ、ミ

カン類です。出
しゅつ

現
げん

時期：4月～9月。 

撮影
さつえい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では、水田や湿
しっ

地
ち

、河
か

川
せん

、山間部の

水辺でみられます。主にクモや昆
こん

虫
ちゅう

を食べ、特に

アリを好んで食べます。繁
はん

殖
しょく

期
き

：5月～9月。 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

の水たまり 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では、低地から山地の海岸付近、

高山まで様々な環
かん

境
きょう

でみられます。主にミミズ

や昆
こん

虫
ちゅう

を食べます。繁
はん

殖
しょく

期
き

：2月～7月。 

などは、調査員が出会い、撮影した場所です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の上
じょう

流
りゅう

域
いき

の山道沿
ぞ

い 

特
とく

徴
ちょう

：移
い

動
どう

性
せい

が強く、国内で広くみられますが、

関東以西で越
えっ

冬
とう

（幼
よう

虫
ちゅう

）します。主に丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

か

ら山地、街中でもみることがあります。出
しゅつ

現
げん

時

期：九州以北 5月～10月。 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

の林道沿
ぞ

い 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では、平地から山地の草むらや庭

先などでもみられます。主に昆
こん

虫
ちゅう

やクモを食べ

ます。繁
はん

殖
しょく

期
き

：5月～9月。 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の中 流
ちゅうりゅう

域
いき

林内 

特
とく

徴
ちょう

：青森県では低山から高山までみられます。山地

の林
りん

床
しょう

で跳
は

ねるカエルは大
たい

抵
てい

が本種です。主に昆
こん

虫
ちゅう

や

クモを食べます。繁
はん

殖
しょく

期
き

：3月～6月。 

撮
さつ

影
えい

場所：横内川の上
じょう

流
りゅう

域
いき

 

特
とく

徴
ちょう

：秋田・山形県
けん

境
きょう

～青森県の下北半島にかけて分
ぶん

布
ぷ

し、自

然林の残る山地の源
げん

流部
りゅうぶ

とその付近にみられます。繁
はん

殖
しょく

期
き

：初夏

～夏。幼
よう

生
せい

は 3年以上で上陸します。 



 

 

 

 

 

 

  

植物 
バッタ カエル イタチ 

分
ぶ ん

解
か い

者 

栄養 

分
ぶん

解
かい

者 

（土
ど

壌
じょう

生物など） 

ミミズ 
ダンゴムシ 

菌
きん

類
るい

 

高次消費者 

（大型肉食動物） 

三次消費者 

（肉食動物等） 

二次消費者 

（肉食動物等） 

一次消費者 

（草食動物等） 

生産者 

（植物） 

オオタカなどの猛
もう

禽
きん

類
るい

 

中型ほ乳
にゅう

類
るい

 

両生類、は虫類 

小型ほ乳
にゅう

類
るい

 

昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

 

森林、草地、河畔林 

フン、死がい、

落ち葉など 

横内川周辺の生
せい

態
たい

ピラミッド（陸上） 

4.生
せい

態
たい

ピラミッド 

 野生の生き物たちは、お互
た が

いに助けあったり食うものと食われ

るものの関係を保
た も

ち、バランスよく暮
く

らしています。 

たとえば、植物の葉をバッタが食べ、そのバッタをカエルが、

そのカエルをイタチが、そしてイタチの糞
ふ ん

や死体は細
さ い

菌
き ん

などに分
ぶ ん

解
か い

されて植物の栄養になります。この一連の流れを模
も

式
し き

的
て き

に示す

と次
つ ぎ

のようになります。 

 この関係を、食物連
しょくもつれん

鎖
さ

と呼
よ

びます。 

横内川周辺の生き物の食物連
しょくもつれん

鎖
さ

の関係をみてみると、次のよう

な生
せ い

態
た い

ピラミッドが推
す い

定
て い

されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 また、横内川の水中の生き物の食物連
しょくもつれん

鎖
さ

の関係をみてみると、

次のような生
せ い

態
た い

ピラミッドが推
す い

定
て い

されます。 

横内川の生
せい

態
たい

ピラミッド（水中） 

分
ぶん

解
かい

者 

（微
び

生
せい

物
ぶつ

相
そう

） バクテリア 

植物
しょくぶつ

性
せい

プランクトン 

動
どう

物
ぶつ

性
せい

プランクトン 

高次消費者 

（大型肉食動物） 

三次消費者 

（肉食動物等） 

二次消費者 

（肉食動物等） 

一次消費者 

（草食動物等） 

生産者 

（藻
そう

類） 

ダイサギなどの大型鳥類 

中型魚類、両生類等 

甲
こう

殻
かく

類、小型魚類 

肉食水生昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

等 

肉食水生昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

等 

河
か

川
せん

 

フン、死がい、

落ち葉など 

四次消費者 

（肉食動物等） 

 このように、横内川周辺や水の中の生
せ い

態
た い

ピラミッドが示
し め

されま

したが、さらにこれを細かくわけてみると、網
あ み

の目のような関係

となります。この関係を食
しょく

物
も つ

連
れ ん

鎖
さ

網
も う

と呼ぶことができます。ほか

の生き物を加えることによって、もっと複
ふ く

雑
ざ つ

な世界になっていく

のです。 

 調和のとれた自然界では、一種類だけが繁
は ん

栄
え い

することはないし、

どの生き物にも、ピラミッドの中での役目があるのです。ただ、私
わたし

たち人間がその役目を知らない生き物はたくさんいます。だから、

それぞれの役目を持つ生き物の食物
しょくもつ

連鎖網
れんさもう

を保つために、多様な

植物の世界・多様な動物の世界を守ることが必要です。 



 

 

 

 

 

 

  

5.横内川周辺の生き物の役
やく

割
わり

 

 これまでは、横内川周辺での生き物の生
せ い

態
た い

ピラミッドをみてき

ました。次に、生き物の生
せ い

態
た い

的
て き

な役
や く

割
わ り

についてみてみましょう。 

ほ乳
にゅう

類
るい

の生
せい

態
たい

的
てき

な役
やく

割
わり

 
植物：ブナなど（生産者） 

動物：ツキノワグマなど（消費者） 

土の中の生き物（分
ぶ ん

解
か い

者
し ゃ

） 

ミミズ 

ダンゴムシ 

微
び

生
せい

物
ぶつ

 

ブナの実など カモシカの子ども 

死がい 

フン 

フンに含
ふく

まれ

る種子の散
さん

布
ぷ

 

ブナの生育のない場所に拡
かく

散
さん

 

→ブナを広
こう

範
はん

囲
い

に分
ぶん

布
ぷ

させる 

主食 

養分 
養分 

時々食べる 

ほ乳
にゅう

類
るい

の生
せい

態
たい

的
てき

な役
やく

割
わり

って・・なに？？ 
横内川周辺で出会った生き物の中で、ほ乳

にゅう

類
るい

の生
せい

態
たい

的
てき

な役
やく

割
わり

は、樹木
じゅもく

など植物

（生産者）を生育するために、「運び屋」を担
にな

っています。 

 

ほ乳
にゅう

類
るい

にはたくさんの種類がいますが、横内川周辺で出会ったのは、ツキノワ

グマをはじめ、カモシカ、タヌキ、キツネ、テン、ウサギなど様々です。 

分
ぶ ん

解
か い

 

時々食べる 



 

 

 

 

 

 

 

  

この中で、特に横内川周辺に広く繁茂
は ん も

する樹木
じゅもく

などの植物（生産者）と関わり

の深い生き物の例として、ツキノワグマがあげられます。 

 

実はツキノワグマの主食は植物、ブナやクリなどで、これらが大好きです。も

ちろんほかの植物も食べますし、時にはカモシカの子どもや、動物の死がいを食

べたりします。つまり肉食動物というよりは、雑
ざっ

食
しょく

動
どう

物
ぶつ

と言ったほうが近いです。

ツキノワグマの食事は、春～夏で木の若
わか

葉
ば

やキイチゴ類などの果実、秋の冬
とう

眠
みん

前

の時期によく食べるのがブナやクリ、ナラ類などのドングリです。 

 

このため、ツキノワグマのフンには樹木
じゅもく

などの種子が含
ふく

まれていて、消化され

なかった種子が外に排
はい

出
しゅつ

されたとき、その場から発芽する可
か

能
のう

性
せい

があります。フ

ンは人が通る場所や爪
つめ

とぎ跡
あと

のある木などの付近に落ちている場合が多いです。 

 

消化されなかった樹木
じゅもく

などの種子が発芽した場合、新たな樹木
じゅもく

が生育していき

ます。ツキノワグマは、種子を運ぶ「運び屋」の役
やく

割
わり

を担
にな

っているのです。また、

フンは土の中の栄養分と一緒に、種子に栄養を供
きょう

給
きゅう

する役
やく

割
わり

もあります。 

 

こうして、ツキノワグマが横内川周辺を広
こう

範
はん

囲
い

に移
い

動
どう

して、樹木
じゅもく

の林やその他

の植物が生育する地
ち

域
いき

にフンが落とされ、発芽を促
うなが

すという一連の行動は、樹木
じゅもく

の林が広がっていくために欠かせない重要な要
よう

素
そ

となるのです。 

 

以上、ツキノワグマを例として、横内川周辺での生
せい

態
たい

的
てき

な役
やく

割
わり

について述べて

きましたが、もちろん、ツキノワグマ以外のキツネ、タヌキ、リスなどのほ乳
にゅう

類
るい

についても同じことが言えます。これら野生の生き物は、人間の知らないところ

で種子や栄養を運び、横内川の水
すい

源
げん

環
かん

境
きょう

を保
ほ

全
ぜん

する影
かげ

の立
たて

役
やく

者
しゃ

として暮
く

らしてい

るのです。 



 

  鳥類の生
せ い

態
た い

的
て き

な役
や く

割
わ り

 

ネズミなどの小型ほ乳
にゅう

類
るい

 
ブナの実など 

養分 
養分 

フン 

死がい フンに含
ふく

まれる種子

や運
うん

搬
ぱん

中
ちゅう

の種子を

落として散
さん

布
ぷ

 

ブナの生育のない場所に拡
かく

散
さん

 

→ブナを広
こう

範
はん

囲
い

に分
ぶん

布
ぷ

させる 

ミミズ 

ダンゴムシ 

微
び

生
せい

物
ぶつ

 

土の中の生き物（分
ぶ ん

解
か い

者
し ゃ

） 

植物：ブナなど（生産者） 

動物：オオタカなどの猛
も う

禽
き ん

類
る い

 

鳥類の生
せい

態
たい

的
てき

な役
やく

割
わり

って・・なに？？ 

横内川周辺で出会った生き物の中で、鳥類の生
せい

態
たい

的
てき

な役
やく

割
わり

は、捕
ほ

食
しょく

、移
い

動
どう

、お

よび排
はい

泄
せつ

を通じて、種
しゅ

子
し

散
さん

布
ぷ

、餌
えさ

動
どう

物
ぶつ

の個
こ

体
たい

数
すう

抑
よく

制
せい

、病原
びょうげん

菌
きん

の拡散
かくさん

防止など多
た

岐
き

にわたります。 

 

 鳥類にはたくさんの種類がいますが、横内川周辺で出会ったのは、オオタカを

はじめ、ハイタカ、オシドリ、カイツブリ、コガモ、アマツバメ、シジュウカラ、

ホオジロなど様々です。この中で、横内川周辺に繁茂
は ん も

する樹木
じゅもく

などの植物（生産

者）と関わりの深い生き物の例として、シジュウカラなどの小鳥類やオオタカな

どの猛
もう

禽
きん

類
るい

があげられます。 

分
ぶ ん

解
か い

 

食べる種類がいる 

主食 

主食 

動物：シジュウカラなどの小鳥類 

飛行中、フンや種子を広域に落とす。 



 

  シジュウカラなどの小鳥類は、主に木の実や昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

などを食べますが、樹木
じゅもく

な

どの種子を体につけて運んだり、フンに食べた種子が含
ふく

まれている場合は、フン

が落とされたところから発芽する可
か

能
のう

性
せい

があります。鳥は飛行範
はん

囲
い

が広いため、

先に話したほ乳
にゅう

類
るい

よりも広
こう

域
いき

な環
かん

境
きょう

に種子を散
さん

布
ぷ

することができます。 

 

このように、シジュウカラなどの小鳥類も、ほ乳
にゅう

類
るい

同様、種子を運ぶ「運び屋」

の役
やく

割
わり

を担
にな

っています。また、フンは土の中で分
ぶん

解
かい

され、栄養分として種子に供
きょう

給
きゅう

されます。 

 

なお、「運び屋」としての役
やく

割
わり

のほか、「個
こ

体
たい

数
すう

抑
よく

制
せい

」の役
やく

割
わり

も担
にな

っています。

多くの小鳥類は、昆虫
こんちゅう

やクモなども食べますが、特に餌
えさ

動
どう

物
ぶつ

としての昆
こん

虫
ちゅう

が大量

発生した時には、個
こ

体
たい

数
すう

の抑
よく

制
せい

に活
かつ

躍
やく

します。そして、個
こ

体
たい

数
すう

が抑
よく

制
せい

されるだけ

でなく、その抑
よく

制
せい

によりそれら昆
こん

虫
ちゅう

が餌
えさ

とする植物の成長を向上させる効
こう

果
か

があ

ります。 

 

オオタカなどの猛
もう

禽
きん

類
るい

は、生
せい

態
たい

系
けい

の上位種に位置しています。主に小型・中型

ほ乳
にゅう

類
るい

、小鳥類などを食べる肉食動物です。猛
もう

禽
きん

類
るい

は、木の実は食べません。こ

のため、役
やく

割
わり

としては自らが死がいとして樹木
じゅもく

などの植物（生産者）に栄養を与
あた

え

ることと、ネズミや穀
こく

物
もつ

食
しょく

の鳥類（スズメなど）といった餌
えさ

動
どう

物
ぶつ

の「個
こ

体
たい

数
すう

抑
よく

制
せい

」

を行うことです。 

 

猛
もう

禽
きん

類
るい

の「個
こ

体
たい

数
すう

抑
よく

制
せい

」は、特に植物を餌
えさ

とするネズミなどの生き物が、ブナ

やスギ、アカマツなどの林で大量発生した場合、それを抑
よく

制
せい

するため活
かつ

躍
やく

し、個
こ

体
たい

数
すう

を制
せい

御
ぎょ

するというものです。 

 

なお、猛
もう

禽
きん

類
るい

の中では、ほ乳
にゅう

類
るい

などの死がいを食べるものもいます。死がいを

分
ぶん

解
かい

し、物
ぶっ

質
しつ

やエネルギーを再
さい

循
じゅん

環
かん

させることと、死がいに群
む

れ集まり、他の動

物を引き寄せることで死がいを食べ尽くさせ、死がい由来の病
びょう

原
げん

菌
きん

の拡
かく

散
さん

を防
ふせ

ぐ

と言われています。 

 

以上、シジュウカラなどの小鳥類や猛
もう

禽
きん

類
るい

を例に、横内川周辺での生
せい

態
たい

的
てき

な役
やく

割
わり

について述べてきましたが、もちろん、これら以外の鳥類（水鳥も含む）につい

ても同じことが言えます。横内川周辺ではこのような「運び屋」「栄養供
きょう

給
きゅう

」「個
こ

体
たい

数
すう

抑
よく

制
せい

」が行われているおかげで、樹木
じゅもく

などの植物（生産者）が安定して生育

し、豊
ゆた

かな水
すい

源
げん

環
かん

境
きょう

を保
ほ

全
ぜん

する手助けとなっているのです。 



 

  両生類・は虫類・昆
こ ん

虫
ちゅう

類
る い

の生
せ い

態
た い

的
て き

な役
や く

割
わ り

 

ブナの実など 

ダンゴムシ 

微
び

生
せい

物
ぶつ

 

土の中の生き物（分
ぶん

解
かい

者
しゃ

） 

植物：ブナなど（生産者） 

養分 

フン 

死がい 

両生類、は虫類、昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

の生
せい

態
たい

的
てき

な役
やく

割
わり

って・・なに？？ 

横内川周辺で出会った生き物の中で、両生類、は虫類、昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

は、ほ乳
にゅう

類
るい

や鳥

類などに食べられてしまいますが、彼
かれ

らの栄養になっていきます。これは、両生

類、は虫類、昆虫類の生態的な役割の一つになります。 

 

 両生類、は虫類にはたくさんの種類がいますが、横内川周辺で出会ったのは、

タゴガエルをはじめ、アズマヒキガエル、ツチガエル、モリアオガエル、二ホン

アマガエル、ヤマアカガエル、キタオウシュウサンショウウオ、二ホンカナヘビ

です。 

動物：ほ乳類・鳥類（消費者） 

アオサギなどの大型鳥類 

水生昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

 

タヌキなどの中型ほ乳
にゅう

類
るい

 

分
ぶ ん

解
か い

 

時々食べる 

湧水などの 

水たまり 

ミミズ 

主食 

主食 

主食 

主食 

主食 

シジュウカラなどの小鳥類 



 

  
特に、カエルの仲間は、個体数が多いうえ、大きさが手頃で爪

つめ

や刺
とげ

などの武

器を持っていません。食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

の上位にいる動物たちにとって大変食べやすい

重要な餌
えさ

なのです。人間で言うならお米のような存
そん

在
ざい

と言えます。そうしたカ

エルの仲間がたくさんいるからこそ、横内川周辺の豊
ゆた

かな生物相は保
たも

たれるの

です。 

 

また、昆虫類は横内川周辺で生活する全ての生き物（ほ乳
にゅう

類
るい

、鳥類、両生類、

は虫類、魚類）の餌
えさ

動
どう

物
ぶつ

として食べられ、重要な栄養供
きょう

給
きゅう

源
げん

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、両生類、は虫類、昆虫類と横内川周辺での生
せい

態
たい

的
てき

な役
やく

割
わり

について述
の

べ

てきました。横内川周辺では餌
えさ

動
どう

物
ぶつ

としての供
きょう

給
きゅう

を担
にな

っているおかげで、生き

物たちの餌
えさ

資
し

源
げん

を確
かく

保
ほ

することができ、物
ぶっ

質
しつ

やエネルギーの循
じゅん

環
かん

が形成され、

最終的に樹木
じゅもく

などの植物（生産者）が安定して生育できる水
すい

源
げん

環
かん

境
きょう

を保
ほ

全
ぜん

する

ための 礎
いしずえ

となっているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横内川周辺の生き物たちの物
ぶっ

質
しつ

やエネルギーの循
じゅん

環
かん

（概
がい

略
りゃく

） 

 

こ ん ち ゅ う る い 

に ゅ う る い 

栄養供
きょう

給
きゅう

 

栄養供
きょう

給
きゅう

 

栄養供
きょう

給
きゅう

 栄養吸
きゅう

収
しゅう

 

栄養供
きょう

給
きゅう

 

 
パクッ！！ 



 

 

まとめ 

 ●本調
ちょう

査
さ

は、植物については対
たい

象
しょう

外
がい

とし目
もく

視
し

観察に限
げん

定
てい

して行ったものです

が、ほ乳
にゅう

類
るい

、鳥類、両生類など全 191種の生き物を確
かく

認
にん

できました。 

 以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●横内川の源
げん

流
りゅう

域
いき

に広がる森林地帯は、ここで紹
しょう

介
かい

した生き物をはじめ希少種

を含
ふく

む多種多様な動植物を育んでいます。さらに、雪
ゆき

融
ど

け水や雨水を貯
たくわ

えて

ろ過
か

しながら浄
じょう

化
か

し、やがて栄養豊
ほう

富
ふ

な湧
ゆう

水
すい

を生み出してくれます。そして、

その良
りょう

質
しつ

な水が、様々な動植物の生命を支
ささ

えているのはもちろん、おいしい

水道水の根
こん

幹
かん

を成しています。 

●優
すぐ

れた水
すい

源
げん

環
かん

境
きょう

は、本市の極めて重要な財
ざい

産
さん

であり、現
げん

在
ざい

と変わらず健全な

まま保
ほ

護
ご

・保
ほ

全
ぜん

し、未来の世代に引き継
つ

いでいくことが求められます。 

調査年度
ちょうさ

平成30年度

ほ乳類
にゅうるい

13種

鳥　類 47種

両生類 7種

は虫類 1種

昆虫類
こんちゅうるい

36種

底生動物 86種

魚介類
ぎ ょ かい るい

2種

合計 191種

調査項目
ち ょ うさ こう もく
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おわりに 

 この冊
さっ

子
し

は、本市が水
すい

源
げん

とする横内川の上 流 域
じょうりゅういき

で実施した｢横内

川水源
すいげん

涵養
かんよう

保安
ほ あ ん

林
りん

区域
く い き

生
せい

態
たい

動
どう

向
こう

調
ちょう

査
さ

｣を基
もと

に、その流域に生息する水

生生物を紹介しながら、横内川の水
みず

環境
かんきょう

が優
すぐ

れていることを知って

いただくためまとめたもので、調査
ちょうさ

の際
さい

に流域
りゅういき

で見かけた動物たち

も紹
しょう

介
かい

したものです。 

 この調
ちょう

査
さ

により、源
げん

流
りゅう

域
いき

の自然環
かん

境
きょう

が豊
ゆた

かで優
すぐ

れていることを改

めて認
にん

識
しき

できたことに加え、本市がこれまで進めてきた水
すい

源
げん

保
ほ

護
ご

対
たい

策
さく

が一定程
てい

度
ど

の効
こう

果
か

を上げているものと実感しております。 

 本市の水道事業においては、将
しょう

来
らい

にわたって「安全で良
りょう

質
しつ

なおい

しい水」を安定して市民の皆
みな

様
さま

に供
きょう

給
きゅう

していくために、今後も力を

緩
ゆる

めることなく市民の宝
たから

物
もの

であるすばらしい水
すい

源
げん

環
かん

境
きょう

を保
ほ

護
ご

・保
ほ

全
ぜん

してまいります。 

 なお、本調査
ちょうさ

は、「青森市ふるさと応
おう

援
えん

寄
き

附
ふ

制
せい

度
ど

」に寄
よ

せられた多

くの皆
みな

さまの寄
き

附
ふ

金
きん

を活用し実
じっ

施
し

いたしましたことをご報
ほう

告
こく

します。 



  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八
はっ

甲
こう

田
だ

連
れん

峰
ぽう

前
まえ

嶽
だけ

から流れる横内川を水
みず

源
げん

とする横内浄
じょう

水
すい

場
じょう

は、明治 42 年

に創
そう

設
せつ

された歴史のある浄
じょう

水
すい

場
じょう

です。青森市の南方に位置し、主に市内中心

部に配水しています。施
し

設
せつ

能
のう

力
りょく

は、創
そう

設
せつ

当時は 4,150 立方メートル/日でし

たが、数度にわたる拡
かく

張
ちょう

工事が行われ、現
げん

在
ざい

は 50,000 立方メートル/日にな

っています。また、集中監
かん

視
し

システムにより、市内全
ぜん

域
いき

の配水コントロールも

しています。 

所在地：青森市大字横内字桜峰 16-3 

  ☎：017（738）6507 

 FAX：017（738）9677 

 青森市水道事業ホームページ 

 「青森市水道事業」で検索してください 

横内浄
じょう

水
すい

場
じょう

（沈
ちん

殿
でん

池
ち

・ろ過
か

池
ち

） 

青森市水道キャラクター 

「しずくちゃん」 




